
議長サマリー（仮訳）

第１５回日米文化教育交流会議（カルコン）は１１９９１年L３月１３日及び

１４日、東京で開催された．

日米それぞれのパネル委員長である佐波正一氏及びジョンＨ・メイキ

ン博士が、会議の謹長を務めた。会議には、双方のパネル委員が出席した。

両国の財団の代表および他のオブザーバーも出席した。、

日本国総理大臣及び米国大統領が、カルコンを歓迎するメッセージを

送った。

中山太郎外務大臣およびジェームズ・ベーカー国務長官が、日米間の

対話と交流がきわめて重要でありこのためにカルコンが積極的な役割を行

うことを確信する旨のステートメントを発出した。．

「日米コミュニケーション改善を目指して－検証と提言」と題するシ

ンポジウムが、前日に、国際文化会館で開催された６カルコンに先立って

行われたこのシンポジウムの主たる結論が報告された。

会議の第１日目の午前に、知的交流の強化につき討議した。議論は語

学教育、人的交流及びどの層の人々を対象にすべきかという問題に重点を

置いて行われた。

会議では、さらに、知的交流及び知的ネットワークの形成の強化のた

めの方途について検討された。方途としては例えば、両国において進行中

の研究についてのクリアリングハウスミ草の根レベルでの交流の強化、両

国間のコミュニケーションの過程における情報に良く通じた非専門家の重

要性に言及がなされた。更に、カルコンの下に、所要の措置について政府

その他の関係機関に勧告するため、アド・ホックのタスクフォースを設け

ることが決定された。知的交流の強化は、日米が重要な世界的問題及び両

国がかかえる緊急の問題に共に取り組むために不可欠であるとの認識の一
致.が見られたｃ

日本国総理大臣の提唱したコミュニケーション改善構想は、相互理解

促進のための積極的な－歩であると認識された。
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第２日目に日米の財団の代表者の参加を得て、円卓会議が行われた。
この討議は、「財団関係者が日米関係を取りあげる」と題され、資金的支
援に関するプライオリティ-についての評価が取り上げられ、また、プロ

グラムを企画するためのいろいろなアプローチが討議されたｄ

カルコンは、その任務の遂行を促進するために、新たな体制を採用す

ることとなった。新しい体制については添付文書に記述されている

次回カルコン会議は、米国において、原則として、1992年の後半に開
催される。






